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於団本部ハウス長休広間

総会終了後 団懇親会於「ひょうたん」上立売通寺町西入



年次総会次第及び議案

開会式

1，開式の言葉

2，国旗犠礼

3，礼拝

4，物故者黙捧

5，閉式の言葉

会議

1，団委員長挨拶

2，議長.~lj議長の選出

3，議長挨拶

4，記録係の任命

議案

①平成5年度各隊活動、回行事報告。

②平成5年度収支決算報告。

③平成5年度各隊指導者並びに団委員の解任。

④平成5年度顧問、育成会長、会計監査の選出。名誉会員の推薦。

⑤平成6年度団委員並びに役務分担承認、並びに委嘱状の伝達。

⑥平成6年度各隊指導者選任報告、並びに委嘱状の伝達。

⑦平成6年度活動計画について。

⑧平成6年度収支予算について。

⑨その他。

閉会式

1，開式の言葉

2，顧問の話

3，礼拝

4，国旗儀礼

6，閉式の言葉

こア全実主~

三指 平素は団育成のため、団委員長のもと皆様方のご活動で 38団が益々

発展していることを深く感謝申し上げます。

小川先生が突然おられなくなった。大変なことだ！今後どうしよう？

こう云う思いは私だけでは無かったと思います。しかし先生のスカウト

に対する情熱は、多くのスカウトに立派に受け継がれていると確信致し

ております。ここでこの機会に小川先生のご生前のお言葉を一、二、想

い出して今後の道しるべにと思う次第です。

。「すでに道あり」 ( 4団30周年の記念盾）その事はスカウティングに

あっては、道は事実として存在し、しかも実践的規範としてあり、道は

歩むこと於いて道であり、誰かが歩むことに於いて道がつくられて行く。

歩まなくなれば道は自らいつしか消滅していくものなのでしょう。スカ

ウティングでいう道を歩む、道に火を焚くと申しますのも、 こうした願

いを込めての事でしょう 。 ・・・ 後略

またこの様にもおっしゃっておられます。

。 私達大人が子供に残すことの出来るものは、一生懸命に事にあたった

その後姿だけの様に思います。子供たちは、思いがけないほど鋭く肌で

感じとり受けとめていくようです。 ・・・中略

将来のために如何なる準備をなすべきか、今の日々を如何に生きるか

特に、この後者の問題には、無関心な親が多くなっています。その時々

を如何に生きるか、スカウト訓育にあっては、大切なことでございます。

・後略

先生のご冥福を心よりお祈り申し上げ、今後、より満たされたスカウ

ティ ングが出来ますよう、皆様のご理解と ご活動をお願い致しましてご

挨拶とさせて戴きます。

平成5年 11月14日

育成会長西村泰一
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径沼 全集 主多

灯火親しむ候 育成会，団委員会，各隊指導者・の皆様におか

れましては，益々 御健勝の事と心よりお喜び申し上げます。

日頃 団運営に対して絶大なるご尽力を賜り誠にありがとうご

ざいます。

今年は，例年になく天候の不順もさることながら，我38団が

発団35周年を迎える矢先に，日本ボーイスカウトの先人達で

あり、団創始者である小川玄諦先生を平成5年3月11日に失

うこととなりました。青少年の育成に（ボーイスカウト活動通

して）全力を注がれ、あえて奮死されたように思えてなりません。

我々スカウト関係者にとっては大きな痛手と悲しみで一杯です。

我々は先生に残していただいた“道”を遁進し続けることが、

先生えの報恩ではないかと確信しています。どうか 団関係者

の皆々様には、今までより尚一層のスカウト活動（青少年の育

成）に御理解と絶大い成る御協力を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。

平成5年度の団活動を（アクシデントも有りましたが）つつが

なく終了をいたしましたことと、新年度におきましでも 7名の

カブスカウトと指導者3名が誕生致しました。指導者、育成会

各伎の御尽力のお陰と厚く感謝申し上げます。

なお 今年度をもちまして 委員長の任期切れとなりました。

この2年間（計8年間）皆々様の御協力によりまして、無事に

役務を全うさせていただき心より感謝申し上げます。

今後とも団運営に御協力頂きますよう心よりお願い致します。

小川玄諦先生の御冥福をお祈り申し上げます。

平成5年 11月14日

団委員長 下坂紀
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1 9 9 3年 10月10日
日本ボーイスカウト京都第38回カプスカウト隊

平成6年度年間活動プログラム
月 マ さわ政担当 ｜優秀綬担当フー

11 I団行事
3 5周年記念

12 I空とぶクジラ

1 Iさがせ北山雪女

2 Iクラフト・マスタ

3 Iサンパチ
お髄lじまん

41がんばろーど

内容 ｜目原 ｜ 実施場所

ウオーク I 1長休寺周辺
ラリー

CM  

紙ヒー ｜工作！出雲路橋凶詰｜岡本山 i山判ω
雪中ハイク ｜いつも ｜ニの瀬ユリ lcM ！山下ACM

元気 ！ ～雲ヶ畑

チーフリングl発表 lハウス長休寺｜山本ACM I南A叫
作り

野外料理 ｜準備｜北白川方面 i山下ACM I西脇JACM

サイクリング l体力作り l鴨川上流方面 l南ACM l岡本ACM

5 Iカブラリーのテーマ｜カブラリ 友情 西脇JAClli CM  

工日~－－：；：；辰二？って記石Z子「亙本 l 百井青少年村（全員

7 Iキャンプのテーマ

8 I 遊泳白書

全員

~~~~に：lニ
9 I銀河探検隊 山下ACM夜間隊集会 ｜観察｜ハウス長休寺 ICM

10 I未来の森へ 自然愛慾 Im背山の家 ｜山本ACM I南ACM柿樹

11 Iレスキュー・ 94 Im防署見学 ｜安全｜北治防署 山下ACM I CM  

議会

会

ダ

集

一

隊
会
リ

例
の
例

月
母
月

デンコーチ会議

集会・会議予定

毎月第一日曜（／：fiL’93・12、’94・rn変更粉、カブラリー、E科ャン1tt未定）
隊集会直後の木曜日 19:30～ 
毎月第二日限 19:30～ 

了組長開会議 i本部会議 ｜テーマ委員三一｜父の会
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一年F自主j）長lJ返ヲZ

月 言JI隙東P司宅~ τア てr 2’f'T 尊重E

l l 基本 モ至ト長号ク2一一トイン 報恩、講

l 2 回行事 『手？ コ~ －：：ラ三／、y タ7 ・ ちかいの式

ノてーータ7 』 （仮） 団行事

l 結索・通信 委芝を：－コえにく、、 新年の集い

多~3 s言電電霊

2 雪中ハイク 三雪Lまよし、よし、
救急・簡易料理 リ干誇りカヰ市し、

3 春季キャンプ 『 未定 』

4- サイクリング Charinko B Sラリー

観察・5十担lj Fighter E’＋ 1 1 N J結隊式

5 野外料理 ノミイ芭菌R食 PART II 

6 救急・通信・結索 究宥メu ／：三、dニ、Lこ

Q2タfイフ？ Jレ

7 備品整理・竹工作 ヤケ耳叉ヰ勿言吾

8 夏季キャンプ 『 未定 』 1 1 NJ 

9 通信・計測 db え~ ／：之言佳と

言舌してますか

l 0 体力作り てすツ ;;:z.、Jレてマユ／重重量月支孝女室主主 上進式

ボーーイ院主主主手間7~ログラム斗三店支フ宍主手三彦芝
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サを？及川1,＇）可3手ヵマ乃力、＇t＂で弘之勺三与問、いラMウ
存虫家事が貯11I点。や7＇：＿.が 1人いう幕内ソ六くで

人勺 O[Jつれl"-＊、（T員同時、私同交亀事故！ミ時期
り入院ノJ'l＇）究'11J'＇＂七く九ち恥R等、まR夏キヤヴl守、
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シニアー隊長この1年（1993) s s L末吉央伯
久しぶりの隊長をさせて頂くことになって、はや2年目を迎えた。 BS隊長代理を勤

める羽目になった昨年も多忙を極めたが、それ以上に1993年は大変な年になった乙

まず、 38回生みの親、小川玄諦先ヰが他界されたことは大きなゾヨックを受けた。悲

しみもそこそこに、 BS関係者の名簿作成に追われたcそれでも「想い出集」を出来る

だけ早い時期に出そうと編集に精を出した。予定より 1月遅れたが、多くの執筆者のご

協力が得られ、なんとか中身のあるものが出来き、先生への感謝の念のひとつとなった

かなと思ってし、る。

編集が終わると同時に、 US研修ツアーに7人のスカウ卜と参加、大きなルックワイ

ドが出来て有難い。帰国した8月の日本は雨続きで、 55の奉仕したBSキャンプは 1

日残して撤収という、大変な経験をスカウトがしてくれたと内U喜んでいるc

広観日記は小川｜玄諦先生のー想い出集 の編集とじS研修ツアーで発行が5ヵ月中断、

15号が10月3日にやっと出せたという状況に加え、じS研修ツアーの記録ビデオ作成に

追われたという近況は、ゆとりのなさで誉められたものではない。

それでも今年度の前半は、地区SS隊のブラックスピア隊の活動が出来て、お陰で、

多くの伎能章が取得でき、 3月末に西脇淳人君の隼章に続いて、 7月に出口浩平君、八

木立夫君、伊藤良崇君の3名が隼章を取得したという進級の年でもあったc

第3.ti;の定例の隊集会は、 応定着したように思うが、忘れによる欠席が多いのは

残念だ。特に高lのSSの活動が不活発となってしまったことが気がかりだ。

9月の北山SSラリーのカヌー大会には3名のグリーンンニアが参加してくれて、次

年度に期待が出来る犠子だ。 10月の隊集会で、昨年より始まった川｜下り lカワセミハイ

ク」を小雨の中ながら実施し、 55最後の今井清次君の参加は、彼の数少ないssの体
験として印象に残ったものと思っているご

自発度については、昨年同様今だ高くなってはいないように思うc昨年も書いたが、

間三一一一一二一一一品一一一一一 -3理器購これはやったことがなく知らない内

容だからだとも考えられるが、それ

では自発度に発展性がない。未知の

ものはこれから先いくらでも出て来

るから、今後は何でもやってみよう

と姿勢が、自発度を高めるものと期

待したい。ルックワイドはここから

始まるc特に高校1年生にそれを求
ちfこl'c 
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野営行事委員会

＊＊一年を振り返って＊＊

三指 又一年が過ぎました。この3月に小川先生が亡くなられると云古悲し

い出来事があり、 4回， 38団にとって過去を振り返ると同時に、将来

を考える時であったと思います。

さて自分自身の活動に視点、を移してみますと、なかなか踏み込んだ活

動ができず、良くも悪くもスカウ卜に隊の運営そのものをまかせっきり

であったようです。下阪チーフを中心に私の頼りなさを理解してもらい

基本的に‘自分逮で進めていくんだ’の姿勢でいてくれたことが、本音

のところで非常に助かりました。

今年は、上記にも触れましたように回の大きい幹が突然なくなる事態

になりましたが、後に続く者がしっかりと継続していくことが大事であ

ると考えます。

来年には、 35周年を初め 38周年企画の足掛かりとなる年でもあり

ます。企画、運営の中心となるローバー隊の役割も自ずと重要なものに

なります。実際、企画運営していくスカウトが少しでもスムーズに流れ

に乗れるようにアドバイスできればと思います。 弥栄

平成5年

4月17日（土） 北山地区 B Sラリー

施設資材トラック積込み

4月18日（日） 北山地区 B Sラリー

設営・撤営・記念写真撮影

7月11日（日） B S隊夏季キャンプ下見

7月18日（日） B S隊夏キヤン用竹伐り

8月11日（水） B S隊夏キャン用施設資材

トラック積込み・輸送

8月15日（日） B S隊夏キヤン撤営・輸送最後に小）11先生のご冥福を心からお祈りいたします。

平成5年 11月6日

高1）長 西村 j告行 ελーと ご幸侵全5-- 至~しまマ章一

7'.7f<;: 主主ど欠

井上倉庫

書争原キャンプ場

湖南アルプス

西京区大枝

ハウス長休

湖南アルプス

湖南アルプス

ハウス長休

こ、、三乞主妥ご官w,ヌヨ手ヨ「莫~うご、さ、、いましたこ

nu 
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組織拡張担当報告

1 平成5年度日本連盟登録申請

登録日 平成5年2月Z1日（日） 於：今宮神社

指話事者 スカウト 合計

回委員 2 3 2 3 

カブ隊 g 2 2 3 1 

ボーイ隊 6 l 7 2 3 

シニア隊 6 日 1 5 

ローパー隊 「Q l 6 2 1 

ぷZコ込 計 49 64 1 1 3 

追加登録 3 3 

総 l仁ミ' 百十 1 1 6名

健康安全担当報告
l 保険加入について

加入保険 普通傷害保険および賠償責任保険

加入期間 平成4年 l2月1g日ー平成5年12月1g日

加入人員 l 1 6名

取扱代理店 西陣・小JII 

保険申誇 2件（傷害保険）

2 救急籍薬品補充について

カブ隊で若干の補充をおとなう

以上

報告者板谷 徳岡

2 平成6年度入隊説明会

平成5年 10月23日（土） 午後7時 於：ハウス長休

以上

参加者 7名

報告者 徳岡
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民弓『正文主日 圭当 幸艮空三t

育成会費及び年間行事費の納入は毎月 5日に

京都銀行 出町支店にて自動引き落としになっております。

前日までに各自の残高をお確かめの上、ご入金頂きますよう

今後共ご協力お願い申し上げます。

官ヨ「反主乙壬主主重主主主主ととJご壬干三民号千子著菩室主主

育成会費(1ヶ月分）

年間行事費(1ヶ帥）

止、
Eコ H十

c S 隊

1. 50 0円

2. 0 0 0円

3' 5 0 0円

B S 隊 s S 隊

1' 5 0 0円 I. 50 0円

2' 0 00円 1. 5 0 0円

3' 5 00円 3. 00 0円

牢悶一保護者で二名以上のスカウトが在籍する場合、

2人目以上は育成会費を 50 0円控除した金額を

納めて頂きます。

財政 吉田 容子

-16一

I I 

BLl 員オ 近z 同月 帝国

平成5年 9月30日現在

摘 要 金 額 摘 要 金 額

豆E泣ヨ 通 預 金 201. 390 団積立準備金 2. 200, 000 

定 期 預 金 3. 225, 863 国備品購入引当金 300. 000 

郵便振替口座 209 緑化募金還付積立金 139. 365 

現 金 55. 501 道標修理費預り金 51.539 

繰 越 金 792. 059 

計 3. 482. 963 3. 482. 963 

者賞 三Z 歪主主 実字 句月 系図

平成5年 9月30臼現在

摘 要 情lj年度繰越金休年度積立本年度 支出次年度繰越金

団積立準備金 2, 200. 000 。 。2, 200, 000 
団備品購入引当金 410, 000 。110, 000 300. 000 

緑化募金還付積立金 134, 240 5' 12 5 。 139. 365 
道標修理費預り金 49, 880 1. 65 9 。 51.539 

計 2. 794. 120 6, 784 110, 000 2. 690, 904 

上記の通り報告致します。

回会計丹羽武 F、／

-17-



平成 5年度 第38団育成会会計報告
自平成4年 10月1日～至平成5年9月30日

（単位・円〕

収 入 の 部 支 出 の 部

摘 要 金 額 摘 要 金 額

回積立準備金 2. 220. 000 主受ョ泣じ 録 費 379. 100 
回備品購入引当金 410. 000 保 険 料 81. 200 
緑化募金還付積立金 134. 240 ハウス管理費 199. 800 
道標修理費預り金 49. 880 回 行 事 費 150. 392 
入 団 諮 費 18. 000 団 備 ロロロ 費 350. 582 
育 成 会 費 766. 000 研 修 補 助 費 27. 000 
各隊年間行事費 1. 130. 000 ti 動 援 助 費 387. 014 
内 (C S隊〉 (576. 000) 各隊年間行事費 949. 288 
(B S隊） (374. 000) ( c S隊） (586. 230〕

訳 cs S隊〉 (180.000〕 内 (B S隊） (319. 058) 
維 持 会 費 432. 000 訳 (S S隊〕 ( 24. 000) 
賛 助 会 費 10. 000 CR SI欲） ( 20. 000) 
預 金 手lj 息 89. 276 慶 弔 費 50. 000 
雑 収 入 26, 000 交 際 資 30, 539 

印 届lj 費 64. 688 
会 議 費 23. 400 
団 事 務 費 38. 995 
回積立準備金 2. 220. 000 
団備品購入引当金 300. 000 
緑化募金還付積立金 139. 365 
道標修理費預り金 51. 539 

前年度繰越金 949. 565 次年度繰越金 792. 059 

E十 6. 214, 961 自十 6. 214. 961 

上記の通り相違ないことを報告致します。
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監査人 園田陸

自山豊太郎監査人

。。

平成 6年度第38団育成会会計予算書（案）

自平成5年 10月1日～至平成6年9月30日

（単位円）

収 入 の 剖日 支 出 の 部

摘 要 金 額 摘 要 金 額

入 団 諸 費 12. 000 登 録 費 390. 000 

保 険 料 90. 000 

育 成 会 費 780. 000 ハウス管理費 220. 000 

回 f丁 事 費 150. 000 

各隊年間行事費 1. 150. 000 団 備 Uζ口l 費 160. 000 

内 (CSW20t) (480. 000) 研修補助費 50. 000 
(BSK2Qg〕 (480. 000〕 活動援助費 400. 000 

訳 (SS置1rn) (190. 000) 各隊年間行事費 1. 210. 000 

(C S隊） (480. 000) 

維 持 会 費 300. 000 内 (B S隊） (480. 000〕

訳 (S S隊） (190. 000) 

(R S隊） ( 60. 000) 

箆 弔 資 30. 000 

交 際 資 50. 000 

会 議 費 40. 000 

印 昂リ 費 70. 000 

国 事 務 費 40. 000 

前年度繰越金 792. 059 予 。苦 費 134. 059 

計 3. 034. 059 計 3. 034. 059 

＊予算の各項目聞の流用を認める。

尚、団事務費の中に銀行口座ヲi落手数料が含まれています。

回会計丹羽 武

'' -19-
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武

国民委

川

村

坂

木

羽

団

中

西

下

八

丹

団顧問 （協議会）

育成会長

田委員長

副団委員長

田会計

度年6 成平

成4葺者重指隊各度年6 成

平

隊 長 冨lj 長

カブスカウト隊 西脇孝典 岡本健司

山本 茂

南 忠；台郎

山下 望

ボーイスカウト隊 今井喜明 入矢徹雄

河合 主呈S主c 

シニアスカウト隊 末吉央伯 角 井輝信

遠藤 旦

口－ 1＼－ス力ウト隊 鶴田茂一 西村浩行

チーフスカウト 河北孝平

案
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丹羽武

団委員（財政cs担当）
回委員（財政BS担当）
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武
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今
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服

団委員（野営行事cs担当）
団委員（野営行事BS担当）

団委員（野営行事SS担当）

団委員（野営行事RS担当）

回委員（紹織拡張担当）

団委員（組織拡張担当）

団委員（進歩担当）

匝委員（進歩担当）

香代子脇西団委員（指導者養成担当）

団委員（指導者養成担当）

子営十谷板回委員（健康安全担当）

回委員（健康安全担当）

抑iザ）当f:子手間団委員（地区cs委員）
回委員（地区BS委員）

志

次

達

生

山
風
木

十五

八

団委員（地区委員進歩担当）

団委員（地区委員 担当）

豊太郎山西隆回

n
J』

園査臣と
£ロユ

a＋
i
 

－r一ロ
d』

ヨ＝＝

n
H
U
 

n
，ι
 


